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Abstract

We surveyed the Japanese nautical charts published in the Meiji era in the collections of domestic and 

overseas libraries and museums in 2019. As a result, we found the following new facts.

The Tokyo National Museum has in its holdings the charts exhibited at the first and third National 

Industrial Exhibitions held in 1877 and 1890.
The Leiden University Libraries in Netherlands own two volumes of the Dai-Nippon Kaigan Jissokuzu, the 

atlas of Japanese nautical charts that the Japanese Hydrographic Office compiled based on its own 

hydrographic surveys in its founding period.

While it is known that the Kyoto University Museum owns many charts that were published in the Meiji 

era and stamped with “Donated by the Navy”, some documents of the National Archives revealed that 

these charts were donated by the Japanese Imperial Navy in 1911, upon request from the Kyoto Imperial 

University.

1　はじめに
1923 年の関東大震災で当時の水路部庁舎は全
焼し，保管していた資料の多くは焼失した．それ
までにわが国が刊行した海図及びその印刷原版の
多くも焼失したとされている．その後，水路部で
は肝付兼行第 4代水路部長の退任に際して寄贈し
た海図を遺族から返還してもらうなど過去の海図
の収集に努めたが，最初の海図刊行から半世紀を
経過した時点で初期の海図を収集することは難し
かった．そのため，現在，海洋情報部が保管して
いない明治時代の海図が多数存在する．

一般財団法人日本水路協会が 2010 年度から 2
年間で実施した事業「海洋の歴史的資料等の保存
及び公開」では，1945 年までに海軍が刊行した
海図を所蔵している国立国会図書館，国立公文書
館，筑波大学附属図書館の 3館の旧版海図の画像
化を行っている．特に国立国会図書館からは旧版
海図 689 枚を借り受けて画像を作成している．
また，東京大学史料編纂所では，旧内務省が地
誌編纂事業廃止後に引き継いだ史料が赤門書庫と
呼ばれる耐火建造物に保留されていた．この保留
されていた史料「赤門書庫旧蔵地図」の整理が
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2010 年から行われ，全 700 点中の 301 点が明治
前半期まで（1890 年 6 月まで）に刊行された海
図であることが明らかとなった（鈴木，2015）．
以上の近年の調査により，図書館等に所蔵され
ている明治時代に海軍が刊行した海図の状況が明
らかになったが，調査が行われた図書館等の数は
限られており，また，調査漏れの資料が少なから
ず存在することがわかったことから，2019 年度
に上に示した各館を含めた国内外の図書館・博物
館を調査し，明治時代に海軍が刊行した海図の所
蔵状況について明らかにすることとした．
現在ではほとんど全ての主要な図書館等におい
て，所蔵カタログの検索をネットで行うことが可
能になっている．今回の調査では，まず所蔵カタ
ログ検索を行って，明治時代の海図が所蔵されて
いる可能性が確認された場合にメール等で個別の
問い合わせを行った．
以下では，この調査で明らかになった事実を中
心に，国内外の図書館・博物館が所蔵する明治時
代に刊行された海図について紹介する．

2　内国勧業博覧会出品海図
内国勧業博覧会は明治時代に国内産業発展と輸
出品目育成を目的とした明治政府が主導する博覧
会で，東京で 3回，京都と大阪でそれぞれ 1回開
催されている．第 1回から第 3回までは東京上野
を会場として，1877 年，1881 年，1890 年にそれ
ぞれ開催され，水路部はいずれにも海図の出品を
行ったと水路部沿革史に記載されている．
水路部沿革史の明治 10（1877）年 8 月の記事
に「内国勧業博覧会開場ニ付本局出版海図五十四
葉ヲ出品ス十一月閉会ニ臨ミ之ヲ博物局ニ寄附セ
リ」と記載されている．また，国立公文書館アジ
ア歴史資料センターでは「内国博覧会ヘ出品之海
図博物局ヘ納付致度儀ニ付上申」という 1877 年
11 月 22 日付の水路局長から海軍大輔に宛てた文
書（JACAR（アジア歴史資料センター）レファ
レンスナンバー：C09112623900）が公開されて
いる．
東京国立博物館のサイトで所蔵品検索を行った

ところ 54 図の海図が所蔵されており，問い合わ
せたところすべて明治初期の海図とのことであっ
た．ご厚意によりその 54 図を閲覧する機会を
2019 年 10 月に与えていただいた．
54 図は 1877 年までに刊行された海図で，すべ
ての図で海部には水色で，陸部には茶系統の色で
彩色されており，さらに何らかの方法でその上か
ら全面コーティングされているようであった．ま
た，金色の縁取りがされており，かなりの労力を
費やして展示のために海図に化粧が施されたと考
えられる．また，裏面には剥がした跡がありパネ
ルに貼付して展示した後に剥がしたのではないか
と想像される．
ただし，長年月にわたって円筒状に丸めて保管
されていたため，図によっては状態の芳しくない
ものも含まれている．
第 1回内国勧業博覧会に展示された 54 図の内
訳は，国立国会図書館デジタルコレクションで公
開されている「明治十年内国勧業博覧会出品目
録」（https://dl.ndl.go.jp/：2020 年 7 月 8 日確認）
に記録されている．それと東京国立博物館が所蔵
する 54 図を照合すると，目録にある「伊勢之國
礫港之圖」が欠けているが，代わりに「奄美大島
全圖」が東京国立博物館の 54 図に入っている．
1 図だけ目録と異なるが，すべての図が 1877
年までに刊行された図で，同じ化粧が施されいる
ことから，東京国立博物館が所蔵する 54 図は
1877 年の内国勧業博覧会に出品されたものに間
違いなく，目録のほうが 1図誤ったと思われる．
さらに，東京国立博物館には別の所蔵海図があ
ることを教えていただき，2019 年 11 月に閲覧す
る機会を与えていただいた．全部で海図 91 図と
索引図 3図で構成されており，全てパネルに貼付
されている．しかし，上の 54 図のような化粧は
施されていない．
水路部沿革史の 1890 年 4 月の記事として「第
三回内国勧業博覧会開催セラレ部版海図中明治
十四年第二回内国勧業博覧会ニ出品セシ以來ノ新
刊若ハ大改正海図九十一種及海図索引三種ヲ出品
ス」と記載されており，また，その内訳は明治
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23 年水路部年報に掲載されているが，それと照
合したところ海図と索引図のタイトルは完全に一
致した．
東京国立博物館は第 1回及び第 3回の内国勧業
博覧会に展示された海図を関東大震災や東京大空
襲で焼失することなく長年月にわたって保管して
きたと考えられ，今後，これら海図のクリーニン
グが行われ，画像が東京国立博物館のサイトで公
開されることを期待するものである．
なお，1881 年の第 2 回内国勧業博覧会には 57
図，1895 年に京都で開催された第 4 回内国勧業
博覧会には 14 図の海図を出品したと水路部沿革
史に記載されている．大阪で 1903 年に開催され
た第 5回内国勧業博覧会には，海軍に代わって日
本郵船会社が海図を出品している（神保，1904）．
水路部沿革史には，海外で開催された博覧会へ
の海図の出品についても記載されている．その中
の初めての出品が 1876 年のフィラデルフィア万
国博覧会への 54 図の出品である．米国議会図書
館には 1875 年までに刊行された 50 図の日本海図
が所蔵されているが，刊行時期や所蔵海図の数か
ら，フィラデルフィア万国博覧会に出品されたも
のではないかと考えられる．

3　大日本海岸実測全図
大日本海岸実測図は，海軍の測量成果に基づい
て刊行された明治初期の海図を集めたアトラス
で，海洋情報部，国立国会図書館，国立公文書館
がそれぞれ 1冊ずつ所蔵していることが従来から
知られている．
中嶋（1988）が紹介しているが，海洋情報部が
保管する大日本海岸実測図には 1878 年までに刊
行された 61 図が収められている．海洋情報部が
所蔵する明治初期の海図のほとんどはこの大日本
海岸実測図所収の図である．関東大震災当時は海
軍の水路部以外の部門が保管していた大日本海岸
実測図を，震災後に水路部に移管したものと考え
られる．
国立国会図書館が所蔵する大日本海岸実測図に
収められている海図数は海洋情報部のものよりも

多く，1879 年に刊行された海図まで含まれてい
る．この大日本海岸実測図には，陸軍文庫の印が
押されており，当初は海軍から陸軍に提供された
ものと考えられる．
国立公文書館の大日本海岸実測図に収められて
いる海図の画像は国立公文書館デジタルアーカイ
ブ（https://www.digital.archives.go.jp/，2020 年
7 月 13 日確認）で公開されており，収められて
いる海図の数は国会図書館のものよりさらに多
く，1880 年刊行の海図まで含まれている．
以上のように，3つの機関で保管されている大
日本海岸実測図は，それぞれ作成年月が異なると
考えられ，海洋情報部のものが一番古く，次いで
国立国会図書館が古く，国立公文書館のものが最
も後に作成されたものと考えられる．
1878 年に柳楢悦水路局長は欧米各国の天文台
等の視察を行っている．なかでもオーストリアの
ウィーン天文台とオランダのライデン天文台から
教わることも多く，貴重な資料の提供を受けたこ
とから，1878 年末に出版海図一揃を返礼として
寄贈している（JACAR：レファレンスナンバー 

C09113083800）．
現在，両天文台はそれぞれウィーン大学とライ
デン大学の施設となっているので，両大学の図書
館の蔵書検索を行ったところ，ライデン大学図書
館が日本海図のアトラスを所蔵していることがわ
かった．ライデン大学図書館に問い合わせたとこ
ろ，アトラスの目次の画像が送られてきた．
その英文の目次は，日本に 3冊ある大日本海岸
実測図のうち，最も古く作成されたと考えられる
海洋情報部所蔵のものと全く同一であった．つま
り，ライデン大学図書館が所蔵する日本海図のア
トラスは，1878 年までに刊行された海図で構成
されている海洋情報部が保管する大日本海岸実測
図と同一のものだとわかったのである．1878 年
までの海図で構成されていることから，1878 年
末に柳が返礼として送ったものであることは間違
いないと思われる．
このことから，大日本海岸実測図と称する日本
海図アトラスは，柳の欧米視察の返礼として初め
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て作成され，ウィーン天文台とライデン天文台に
寄贈されるとともに，海軍にも 1冊残されたもの
であり，その後も新たな海図を追加改訂していっ
たものだと考えられるのではないだろうか．
ライデン大学図書館からは，もう 1冊日本海図
のアトラスを所蔵しているという情報がもたらさ
れた．このアトラスは，2013 年にオランダ王立
東南アジア・カリブ海研究所からライデン大学図
書館に移管されたもので，上述のアトラスに
1879 年と 1880 年に刊行された海図が追加された
構成になっており，これも大日本海岸実測図だと
考えられる．国内で存在が確認できない海図番号
114 号小浜港等，国立公文書館の大日本海岸実測
図所収の海図よりも後に刊行された海図も含まれ
ていることから，現存する大日本海岸実測図の中
ではもっとも遅くに作成されたものとなる．
来日したオランダの軍艦“Koningin Emma”
に対して 1881 年 8 月に実測刊行海図一揃を贈っ
たとの記録（JACAR：レファレンスナンバー 

C11082014500）があることから，ライデン大学
図書館の 2冊目の大日本海岸実測図は，この軍艦
がオランダに持ち帰った大日本海岸実測図ではな
いかと考えられる．

4　海軍省寄贈海図
京都大学総合博物館が「海軍省寄贈」という印
を押された明治時代に刊行された海図を多数保有
していることが知られている（山村，2004）．こ
れら海図については，東北大学外邦図デジタル
アーカイブ（http://chiri.es.tohoku.ac.jp/~gaihozu/）
において画像が公開されている．
国立公文書館アジア歴史資料センターが公開し
ている文書には，海軍による海図寄贈に関する文
書が多数見つかる．その文書の中に 1908 年 3 月
27 日付の京都帝国大学総長から海軍次官にあて
た地理学講座開設にあたって地理学研究並びに教
授用として海図と水路誌すべての寄贈を求める文
書とそれに応じる旨の 4月 7日付の海軍次官から
総長への回答，さらに礼状や受領証といった一連
の文書がある（JACAR：レファレンスナンバー 

C06091987100）．この時海図については 658 枚京
都帝国大学附属図書館が受領したと記録されてお
り，京都大学総合博物館所蔵の規模と刊行時期が
一致することから，京都大学総合博物館が所蔵す
る「海軍省寄贈」海図は，1908 年に海軍省が寄
贈したものであることは間違いない．
帝国大学関係では，同じ京都帝国大学に 1900
年に，東北帝国大学に 1911 年に海図一揃を寄贈
した記録もある（JACAR：レファレンスナンバー 

C10127060900, C07090119300）．また，アジア歴
史資料センターの一連の文書から東京帝国大学に
は 1880 年頃から数年間，海図を刊行する都度 2
枚ずつ提供していたことが伺える．
また，東京海洋大学海洋科学部の前身である水
産伝習所にも 1892 年に当時の刊行海図を全部寄
贈し，その後は，海図新刊の際にその都度送付し
て い た と 記 録 さ れ て い る（JACAR：
C10126726200）．高等教育機関への配慮から寄贈
が行われていたようであるが，現在これらの海図
は遺っていないようである．
以上のほかにも，国内の機関や外国艦船等への
寄贈の記録がアジア歴史資料センターから多数公
開されているが，2020 年 2 月時点で京都大学総
合博物館とライデン大学図書館以外には，海軍省
寄贈の海図が保管されている事例は見つかってい
ない．ただし，フランス国立図書館にはフランス
水路部から移管された大量の古海図が整理されず
に残されているとのことなので，将来，整理され
て古い日本の海図が見つかるかもしれない．

5　明治初期の海図の所蔵状況
明治初期に刊行された海図を所蔵する図書館等
は限定されているので，海軍に水路局が創設され
てから 10 年間の 1871 年から 1880 年までに刊行
された海図について，国内外の図書館・博物館・
文書館の所蔵状況を Table 1 にとりまとめた．主
にそれぞれの館蔵カタログの検索結果により所蔵
の有無を確認している．
対象とした図書館等は国内が海洋情報部を含め
11 館，国外が 5 館で，黒丸あるいは赤丸で所蔵
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Table 1． List of Japanese nautical charts published before 1880 in the collections of the following libraries, museums 
and archives: Hydrographic and Oceanographic Department, National Diet Library, National Archives, 
Tokyo National Museum, Archives of Hokkaido, Yamaguchi Prefectural Archives, Hokkaido University, 
University of Tsukuba, Waseda University, Historiographical Institute, Kyushu University, National Museum 
of Korea, Library of Congress, Leiden University, National Library of France, and the British Library. 
Published year and month are shown in 4 digits, consisting of last 2 digits of the year and 2 digits standing 
for the month. Red circles denote that images are shown on the web as of February 2020. Background 
colors of titles denote the areas of charts. Orange: overseas, Blue: Hokkaido, Aomori, and Iwate, Green: 
Okinawa and Kyushu.
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表 1． 以下の図書館・博物館・文書館に所蔵されている 1880 年までに刊行された日本の海図．海洋情報部，国立
国会図書館，国立公文書館，東京国立博物館，北海道文書館，山口県文書館，北海道大学，筑波大学，早稲
田大学，史料編纂所，九州大学，韓国中央博物館，米国議会図書館，ライデン大学，フランス国立図書館，
大英図書館．刊行年月は年の下二桁と月の二桁で示す．赤丸はウェブで画像が公開されていることを示して
いる（2020 年 2 月確認）．図名の背景色は海図の対象地域をしめしている．橙：国外，青：北海道，青森，
岩手，緑：沖縄，九州．



Satoshi SATO and Miwako YORITAKA

－ 216 －

していることを示している．このうち，赤丸は，
それぞれの機関のホームページで画像を公開
（2020 年 2 月確認）していることを示している．
この 16 館以外にも，オーストラリア国立図書館，
国立台湾図書館等も 1880 年までに刊行された図
を所蔵しているようであるが，所蔵している数が
少ないので表からは除外した．
海洋情報部が所蔵する明治初期の海図は限定的
であるが，国内外の図書館等で現在確認すること
ができない海図はごく少数であり，いろんな図書
館等を訪問すれば，刊行されたほとんどの海図を
閲覧することができる．
水路局創設から明治 10（1877）年頃までに刊
行された海図は比較的多くの図書館等に所蔵され
ているが，それ以降に刊行された海図の所蔵は少
ない．明治 10 年代（1877－1886 年）に刊行され
た海図は最も稀少価値の高い海図である．近年整
理が行われた赤門書庫旧蔵地図と東京国立博物館
が所蔵する海図により明治 10 年代の海図の状況
を伺うことができるようになったと言える．

Table 1 では，海図の対象となる地域で色分け
を行っている．表に示した 1880 年までの海図の
刊行地域は，北海道，南西諸島，外国地域にほぼ
集中している．これは，海軍の艦船が行動するた
めに海図が整備されていたことを示している．幕
末から明治初期にかけて海外との貿易に従事する
船舶は日本周辺の航海においても主として英国の
海図を使用していたことから，その航路周辺の海
図をわが国が急いで整備する必要はなく，海軍の
艦船に必要な海図が優先的に刊行されていたので
あろう．1879 年に三池炭鉱の石炭積出港であっ
た口之津港の海図が刊行され，1880 年になって
初めて江戸時代からの貿易港である長崎港の海図
が英国海図の覆版で刊行される．この頃から水路
局において海運のための海図の整備が進められる
ことになるが，その時期に刊行された海図が遺っ
ていないのである．
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要　　旨
明治時代に日本の海軍が刊行した海図の国内外
の図書館・博物館の所蔵状況の調査を 2019 年に
実施した．その結果，以下の新たな事実が判明し
た．
1877 年と 1890 年に開催された第 1回と第 3回
の内国勧業博覧会に出品された海図が東京国立博
物館に保管されていること．
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明治初期に海軍が自らの測量に基づいて編集し
た海図のアトラスである大日本海岸実測図がオラ
ンダのライデン大学図書館に 2冊保管されている
こと．
京都大学総合博物館が「海軍省寄贈」の印が押
された多数の明治時代の海図を所蔵しているが知
られているが，国立公文書館の資料によりこれら
海図は京都帝国大学の求めに応じて 1911 年に海
軍が寄贈したものであることがわかった．


